
相良南小学校　卒業式相良南小学校　卒業式相良南小学校　卒業式

議会ライブ中継が
スマートフォン、
タブレットで
視聴できます！！

６月定例会から議会ライブ中継と録画映像がスマートフォン・タブレットでも視聴できるように
なります。平成23年以降の定例会並びに臨時会も視聴できますので、ぜひご利用ください。
相良村ホームページからお入りください。
https://www.vill.sagara.lg.jp　相良村公式サイト（緑）＞相良村議会＞相良村議会　議会中継システム
本会議の翌々日17時より休憩分のみカットしたものを録画配信いたします。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

発行／相良村議会　　編集／相良村議会広報特別委員会　　熊本県球磨郡相良村深水 2500-1　TEL0966-35-1038（直通）
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熊本県へ要望（２月８日）（県庁会議室）
河川改修を求める意見書
　堆積土砂の掘削、除去を恒常的に実施し、永江地区の洪水対策も含め
護岸の強化等の河川改修を強く要望した。
　県河川課長：治水協議会がなかなか進まないが、堆積土砂の掘削は計
　　　　　　　画どおり進める。河川計画を国、県はもとより地元市町
　　　　　　　村長が協議会で集約してそれに伴い河川の安全対策を進
　　　　　　　めたい。
国道445号の道路改良を求める意見書
　急カーブの解消、歩道の設置、歩道拡張の安全対策を要望した。
　県道路課長：県は引き続き事業を実施していくが、深水地区の歩道拡
　　　　　　　張、急カーブの解消に伴う事業については、県として計
　　　　　　　画どおり実施していく予定であったが村長が事業継続を示されなかったので継続事業からは
　　　　　　　外れている、したがって県としては、一次改良済みの区間としている、新規については、県
　　　　　　　内の事業を含め検討していく。
国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所長来庁（２月８日）
　安原達所長：議長、副議長の要望箇所については、柳瀬橋下流から球磨川との合流地点地域までの掘削及
　　　　　　　び樹木等の伐採を２ヶ年で進めていく予定だが、草刈等は村管理の方法もある、また、遊水
　　　　　　　地については検討課題。
熊本県町村議会議長会定期総会（２月15日）（熊本テルサ）
球磨郡町村議会議員研修会（２月19日）
　全国町村議会議長会総務部長の三宅達也氏が講演されたた。
県道相良人吉線現地視察（２月20日）
　参加者：県球磨地域振興局森部長他、人吉市の田中議長、笹山議員、
　　　　　担当課長他、山江村の内山村長、秋丸議長、担当課長他、
　　　　　相良村の德田村長、吉松議長、建設課長他
　県と町村の意見としては、山江側は萩下の橋まで、相良は小柏下まで
事業を進めていき、その後、林道を含めた考えで貫通させて行こうと
の事。
議会常任委員会合同視察研修（２月21日～ 22日）
議会運営委員会（２月25日）議会全員協議会（３月11日）
3月定例会（３月４日～８日）球磨郡町村議会議長定例会議（２月19日）
（３月22日）
相良村土地改良区総会（３月９日）
相良中学校卒業式　　（42名）（３月12日）　入学式（41名）（４月９日）
相良南小学校卒業式（41名）（３月20日）　入学式（35名）（４月９日）
相良北小学校卒業式（１名）（３月20日）　入学式（２名）（４月９日）
村内保育園卒園式（３月23日）、入園式（４月１日）
葉たばこ耕作者組合ひまわり支部総会（耕作者相良20戸、山江3戸）（３月28日）
暁保育園　前園長安部弘昭氏のお別れの会（１月26日）
　食と健康を園児や保護者に伝へ、永年にわたり保育関係に貢献されました。また、人吉球磨のひなまつり
の先駆者でもありました。ご冥福をお祈り申し上げます。
緒方俊一郎医師が日本医師会から「赤ひげ大賞」を受賞された（３月15日表彰）
　九州代表として受賞されました。医療法人仙寿会緒方医院の院長として地域医療、福祉に多大なる貢献を
されました事に対し深く敬意と感謝を申し上げます。
相良村学校給食共同調理場が落成（４月３日）
　村内の児童生徒を対象とした給食を提供するために相良南小学校敷地内に新築された。対象児童・生徒（330
名）、教職員（40名）、計370名。処理能力は約500名。
　総事業費（設備機器も含む）2億7千3百1万円5千63円。

相良村議会議長
吉松 啓一

議
長
報
告

県道相良人吉線現地視察（山江村との境界）

県道相良人吉線現地視察（四浦初神）
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研修先：熊本県阿蘇市、福岡県東峰村

期　日：平成31年2月21日～22日

　当村議会、総務文教常・産業福祉常任委員会合同研修会を実

施し、阿蘇黒川水系の輪中堤・大分県東峰村平成29年７月の九

州北部豪雨災害現場の視察研修を行った。

　阿蘇黒川水系では、阿蘇のカルデラの中にあり地形的には、

内陸平野地域の地形でした。広大な面積を費やし輪中堤が施工

されていたが、輪中堤は、河床勾配が穏やかなところは、実現

可能かも知れないが、輪中堤内の農産物の一定の収入源を強い

られる。但し、一定の補償がある。

　輪中堤は、河床勾配が一定の条件があると思われる。河床勾配が急なところでは、下流の堤防高が高くなり

施工額が増大する。平地で河床勾配が緩やかな地域でしか施工できない工法だと思った。

　本村では、永江地区でその話が出ているが、河床勾配を考慮し輪中堤を実施すべきなのか。輪中堤を実施し

た場合、堤内の田畑は水没する。河床勾配次第では、下流の堤高は高くなり施工代がかさむ。むしろ排水路等

などを踏まえて実施すべきだと思った。

　福岡県東峰村について、当村同様に山林が全体の面積が増大で局地的豪雨での災害の実態を垣間見る地域だっ

た。川辺川は流域断面が大きく河床と道路との高低差があるが、東峰村の中央を流れる河川流域断面積が小さく、

又河床と道路との高低差が小さく道路に架かる橋梁との高低差も低く山林の崩壊があり土石流と共に流木が発

生し、流木が橋脚等に堆積しダム化し災害を発生する要因になったのではないか。当村においては川辺川本流

では考えにくいが、数多くの支流では発生することが考えられる現象ではないか。又、経験から生まれた災害

情報収集システム、例えば山腹崩壊による交通止め、道

路の崩壊、河川による田畑の浸水、孤立集落等の情報など、

東峰村の住民が共有できる情報を瞬時に得られることか

ら、当村でも前向きに取り組むべきことではないかと感

じた。数少ない人員で瞬時の情報を災害本部で数多くの

データを取得できるシステムを導入し、人吉球磨全体で

共有できればと思った。

常任委員会合同視察研修会

相良村議会研修視察相良村議会研修視察

阿蘇黒川水系現地視察

福岡県東峰村視察
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９月定例会９月定例会

柳瀬石倉整備事業費否決について

平成31年３月11日、県立大学の教授の説明

　現行の建築法では、内部の構築物が周囲の石積に触

れていなければ良い。石積内の構築物に対しては、耐

震性の確保は出来ている。

　周囲の石積に対しては、地盤が悪く、基礎コンクリー

トの断面が小さく安全性は低く補強工事費は高額の費

用との説明であった。

　図１は、今回の石積内部の基本設計です。

　地震等で何らかの力が加わり一部が崩壊したとする

と内部の構築物に力が加わり図２のような現象となり

石積の転倒が考えられる。

　写真１は地表にむき出しの基礎コンクリートです。

セメント不足さえ見えます。

　安全地帯を４ｍ～５ｍの立入禁止区域を設けるとそ

の区域を平面図上に表したのが図３の赤枠内です。別

棟にもかかわってきます。

　年間管理費が、１，０００万円とも言われる。

　石倉を解体し小規模計画が妥当ではないか。

石積の耐震性の安全は？維持管理費は？石積の耐震性の安全は？維持管理費は？
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３月定例会３月定例会

　平成31年第１回３月定例会が、３月４日から８日までの５日間の会期で開催され、平成30年度一般会計及び特別会
計補正予算６件、平成31年度一般会計予算及び特別会計予算６件、第６次相良村総合計画、条例の制定及び一部改正
７件、村有林野分収造林契約地内の立木売却、及び議員発議１件が提案されました。慎重に審議した結果、平成30年
度一般会計補正予算（第12号）は、修正の上可決し、平成31年度一般会計予算についても、修正の上可決しました。
一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。

○条例議案・・・・原案否決
　議案第１号　相良村入学祝金支給条例の制定について
　議案第４号　相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制定について

○条例議案・・・・原案可決
　議案第２号　相良村空家等対策協議会条例の制定について
　議案第３号　相良村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第５号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第６号　相良村重度心身障害医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第７号　相良村学校給食共同調理場の設置、管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○一般会計補正予算・・・修正可決
　議案第８号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第12号）
　　歳入歳出を45億7,463万4千円とする予算が提案されましたが、柳瀬石倉整備工事関連予算1億8,100万円を減額す
　る修正案を議会から提出し、慎重審議の結果、賛成多数で修正案を可決しました。
　　よって、歳入歳出予算は、43億9,363万4千円となりました。

　歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

村 　 　 　 税 323,947 4,720 328,667 法人税割等
地 方 交 付 税 1,619,053 1,855 1,620,908 普通交付税
分 担 金 及 び 負 担 金 19,102 8,201 27,303 阿蘇火山等防災特産対策事業
使 用 料 及 び 手 数 料 34,552 1,887 36,439 光インタ－ネット使用料等
国 庫 支 出 金 353,619 18,180 371,799 社会資本整備総合交付金等
県 支 出 金 1,045,123 24,678 1,069,801 阿蘇火山等防災特産補助金等
財  産  収  入 30,273 △ 34 30,239 林産物売払い等
寄 　 附 　 金 23,601 18,132 41,733 ふるさと寄附金
繰 　 入 　 金 371,565 △ 106,183 265,382 財政調整基金繰入金等
諸 　 収 　 入 33,009 △ 375 32,634 共済保険金等
村 　 　 　 債 414,409 △ 51,900 362,509 共同調理場整備事業債等
歳 入 合 計 4,474,473 △ 80,839 4,393,634

　歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議 　 会 　 費 58,401 △ 20 58,381 共済費
総 　 務 　 費 640,276 7,264 647,540 地域振興基金積立等
民    生 　  費 830,784 △ 7,346 823,438 障害福祉サ－ビス費等
衛    生    費 235,045 △ 7,204 227,841 予防接種委託等
農 林 水 産 業 費 1,271,529 9,023 1,280,552 阿蘇火山等防災特産対策等
商 　  工  　 費 30,052 △ 200 29,852 十島神社トイレ改修工事等
土 　  木 　  費 316,292 △ 19,102 297,190 村道等委託設計等
消 　  防  　 費 169,962 △ 10,128 159,834 防災用トランシ－バ－等
教 　  育  　 費 536,325 △ 41,054 495,271 共同調理場新設工事等
災 害 復 旧 費 111,729 △ 12,072 99,657 農道災害復旧工事等
歳 出 合 計 4,474,473 △ 80,839 4,393,634

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

平成３１年　第１回定例会報告平成３１年　第１回定例会報告
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３月定例会３月定例会

○一般会計予算・・・修正可決
　議案第14号　平成31年度相良村一般会計予算
　歳入歳出予算の総額を34億3,688万7千円とする予算が提案されましたが、中学生を対象にした海外研修事業委託、
弓道場改修設計業務委託、運動公園整備改修設計監理業務委託及び改修工事6,588万7千円を減額する修正案を議会か
ら提出し、慎重審議の結果、賛成多数で修正案を可決しました。
　よって、平成31年度一般会計予算の総額は、33億7,100万円となりました。予算の主なものは下記のとおりです。

歳入　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 本年度予算 前年度予算 比　較

村 税 356,203 323,947 32,256
地 方 譲 与 税 34,095 29,000 5,095
利 子 割 交 付 金 200 200 0
配 当 割 交 付 金 400 400 0
株式等譲渡所得割交付金 100 80 20
地方消費税交付金 74,000 74,000 0
ゴルフ場利用税交付金 5,000 5,000 0
自動車取得税交付金 3,401 5,000 △ 1,599
環境性能割交付金 2,255 0 2,255
地 方 特 例 交 付 金 700 700 0
地 方 交 付 税 1,542,600 1,506,000 36,600
交通安全対策特別交付金 1 1 0
分担金及び負担金 17,564 20,697 △ 3,133
使用料及び手数料 37,717 34,552 3,165
国 庫 支 出 金 312,632 292,854 19,778
県 支 出 金 275,378 1,012,627 △ 737,249
財 産 収 入 15,565 16,225 △ 660
寄 付 金 30,001 5,101 24,900
繰 入 金 271,581 382,182 △ 110,601
繰 越 金 30,000 30,000
諸 収 入 29,707 28,916 791
村 債 331,900 393,200 △ 61,300
歳 入 合 計 3,371,000 4,160,682 △ 789,682

平成31年度相良村一般会計当初予算平成31年度相良村一般会計当初予算
33億7,100万円を修正可決33億7,100万円を修正可決

　歳　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 本年度予算 前年度予算 比　較

議 会 費 59,682 58,371 1,311
総 務 費 656,205 580,494 75,711
民 生 費 843,336 799,530 43,806
衛 生 費 228,550 233,238 △ 4,688
農 林 水 産 業 費 449,234 1,217,972 △ 768,738
商 工 費 27,441 26,287 1,154
土 木 費 392,799 274,132 118,667
消 防 費 162,478 167,226 △ 4,748
教 育 費 278,831 528,732 △ 249,901
災 害 復 旧 費 117 189 △ 72
公 債 費 267,327 269,511 △ 2,184
予 備 費 5,000 5,000 0
歳 出 合 計 3,371,000 4,160,682 △ 789,682

※補正のあったものだけを明記しているため、
　歳入歳出合計の数字とは一致しません。

○特別会計予算・・・原案可決
　議案第15号　平成31年度相良村国民健康保険特別会計予算
　議案第16号　平成31年度相良村簡易水道特別会計予算
　議案第17号　平成31年度相良村農業集落排水特別会計予算
　議案第18号　平成31年度相良村介護保険特別会計予算
　議案第19号　平成31年度相良村後期高齢者医療特別会計予算

○特別会計補正予算・・・原案可決
　議案第９号　平成30年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　議案第10号　平成30年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第４号）
　議案第11号　平成30年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第５号）
　議案第12号　平成30年度相良村介護保険特別会計補正予算（第３号）
　議案第13号　平成30年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

○分収造林契約地内の立木売却・・・原案可決
　議案第20号　相良村有分収造林契約地内の立木売却について

○総合計画・・・原案可決
　議案第21号　第６次相良村総合計画に関し議会の議決を求めることについて

○議員発議・・・原案可決
　発議第１号　相良村政治倫理条例の制定について
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３月定例会３月定例会

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡 結果

議案第１号 相良村入学祝金支給条例の制定について ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● 否決

議案第２号 相良村空家等対策協議会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号 相良村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４号 相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制
定について ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● 否決

議案第５号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第６号 相良村重度心身障害者医療費助成に関する条例の一
部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第７号 相良村学校給食共同調理場の設置、管理及び職員に
関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第８号 平成30年度相良村一般会計補正予算（第12号）（修
正案） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 修正可決

議案第９号 平成30年度相良村国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第10号 平成30年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第４
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第11号 平成30年度相良村農業集落排水特別会計補正予算
（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第12号 平成30年度相良村介護保険特別会計補正予算（第３
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第13号 平成30年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第14号 平成31年度相良村一般会
計予算

修正案（海外研修） ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
修正可決

修正案（運動施設等） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第15号 平成31年度相良村国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第16号 平成31年度相良村簡易水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第17号 平成31年度相良村農業集落排水特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第18号 平成31年度相良村介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第19号 平成31年度相良村後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第20号 相良村有林野分収造林契約地内の立木売却について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第21号 第６次相良村総合計画に関し議会の議決を求めるこ
とについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第１号 相良村政治倫理条例の制定について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第１回定例会

　平成31年第２回相良村議会臨時会が３月18日に招集され、議案1件が提案されました。慎重審議の結果、下記のと
おり議決しました。

○一般会計補正予算・・・・原案否決
　議案第22号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第13号）

平成３１年　第２回臨時会報告平成３１年　第２回臨時会報告
柳瀬石倉整備工事及び備品購入に伴う予算柳瀬石倉整備工事及び備品購入に伴う予算

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡 結果

議案第22号 平成30年度相良村一般会計補正予算（第13号） ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ 否決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第２回臨時会
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一 般 質 問

ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
今回は議長を除く９名の議員が登壇した。今回は議長を除く９名の議員が登壇した。

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… 9ページ
☆スクールバスの運行状況
☆地域おこし協力隊活動について
☆国道445号改良工事は

●福田　雄二 議員 ……………………………………………………………………………… 10ページ
☆通学路緊急合同点検について
☆登下校時児童生徒等の現状について

●西本　巳喜男 議員 …………………………………………………………………………… 11ページ
☆空き家バンクについて
☆移住・定住について

●黒木　正照 議員 ……………………………………………………………………………… 12ページ
☆田代水道施設
☆昨年９月の台風による初神谷川の風倒木
・鮎中間育成施設

●梅山　　弘 議員 ……………………………………………………………………………… 13ページ
☆柳瀬石倉周辺整備計画について
☆財産・予算運用及び公共事業発注について
・地域おこし協力隊について

●小善　満子 議員 ……………………………………………………………………………… 14ページ
☆相良村行政健全化計画について
・相良村の誘致企業である肥後相良ファームについて
・国が勧めるふるさと納税について
・住民の関心が無いヴァレンタイン祭について

●中村　重道 議員 ……………………………………………………………………………… 15ページ
☆国道445号の歩道の件について

●髙岡　重盛 議員 ……………………………………………………………………………… 16ページ
☆高原台地における農地の集積事業及び基盤整備について

●茂吉　隆典 議員 ……………………………………………………………………………… 17ページ
☆道路問題について
☆空き家対策について

☆の質問を掲載しています。
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一 般 質 問

名
の
児
童
を
迎
え
て
い
る
。
基
本
的
に
は

土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
は
運
休
す
る
が
、

土
曜
・
日
曜
日
の
学
校
行
事
、
例
え
ば
運

動
会
・
文
化
祭
と
か
あ
る
が
こ
う
い
う
時

に
は
運
行
し
て
い
る
。
中
学
校
部
活
動
の

対
外
試
合
、
招
待
試
合
と
か
練
習
試
合
で

は
県
内
を
運
行
し
て
い
る
。

通
学
状
況
等
の
様
子
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
へ
の
定
刻
時
間
厳

守
、
学
校
と
保
護
者
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
児
童
、
生
徒
の
安
心
・

安
全
な
登
校
を
確
保
す
る
た
め
に
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

普
段
の
課
業
日
、
運
行
に
つ

い
て
は
、
予
定
表
が
教
育
委
員
会
に
上

が
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
運
行

が
な
さ
れ
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
安
心
安

全
な
登
校
の
確
保
に
つ
い
て
、
学
校
に
は

学
校
経
営
案
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の

中
に
安
心
安
全
な
登
校
と
い
う
こ
と
で
、

日
常
的
な
登
校
指
導
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
専
門
部
、

生
活
安
全
委
員
会
の
交
通
指
導
、
保
護
者

に
よ
る
見
守
り
指
導
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
朝
の
交
通
指
導
等
、
こ
う
い
う

か
た
ち
で
地
域
ぐ
る
み
で
朝
か
ら
指
導
し

て
い
る
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
ご

協
力
を
得
な
が
ら
事
故
の
な
い
登
下
校
が

で
き
て
い
る
。相

良
村
に
お
い
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
現
在
の
業
務
内
容
、
勤
務
内

容
等
に
つ
い
て
。

募
集
時
に
お
い
て
業
務
の
提

示
を
し
て
い
る
。
国
際
交
流
に
か
か
わ
る

企
画
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
促
進
・
国
際

交
流
に
関
す
る
会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
同
行
、
在
日
事
務
所
と
し
て
の
業
務
、

ま
た
、
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
、
販
路
拡
大
等
の
支
援
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
平
成
30
年
11
月
26
日
か
ら
１
名
着

任
し
、
現
在
、
約
３
ヶ
月
経
過
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
村
内
の
視
察
、

村
内
の
団
体
・
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
て

の
意
見
交
換
、
他
自
治
体
へ
の
研
修
及
び

地
域
づ
く
り
団
体
と
の
意
見
交
換
・
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
準
備
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
に
向
け
た
活
動
、
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
。

平
成
31
年
度
で
増
額
、
増
員

す
る
予
定
の
業
務
内
容
と
し
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
、
滞
在
型
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
、
地
域
住
民
、
関
係
団
体
、

事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
客
の
受

入
れ
体
制
の
充
実
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
商
品
開
発
、
販
路
拡
大
の
支
援
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
考
え
て
い

る
。

国
道
４
４
５
号
の
道
路
改
良

を
求
め
る
意
見
書
等
に
お
け
る
要
望
箇
所

に
つ
い
て
は
、
県
球
磨
地
域
振
興
局
と
建

設
課
で
現
地
の
確
認
は
行
っ
て
い
る
。
相

良
村
通
学
安
全
推
進
会
議
を
実
施
し
て
い

る
。
当
該
要
望
個
所
等
を
反
映
し
、
最
新

の
要
対
策
箇
所
一
覧
を
作
成
し
、
そ
れ
を

元
に
現
在
の
状
況
及
び
修
正
箇
所
の
確
認

を
行
い
、
改
善
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

３
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
さ
れ
て
い
る
が
、
各
業
者
ご
と
の
定
員

数
、利
用
人
員
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

３
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
し
、
一
号
車
、
二
号
車
、
三
号
車
と
名

を
う
っ
て
子
供
た
ち
が
乗
車
し
て
い
る
。

ま
ず
一
号
車
は
14
人
乗
り
で
、
井
沢
方
面

へ
向
か
っ
て
、
現
在
11
名
の
児
童
を
迎
え

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
号
車
は
46
人
乗
り

で
、
初
神
方
面
へ
38
名
の
児
童
・
生
徒
を

迎
え
て
い
る
。
三
号
車
に
お
い
て
は
29
人

乗
り
で
、
新
村
・
十
島
、
朝
迫
方
面
へ
24

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状
況

事
故
の
な
い
登
下
校
が
で
き

て
い
る

ＱＡ教
育
長

の

を

に

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

がが
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

ここ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

市岡　智惠議員

市
岡
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
に

つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活
用
し
た
情
報
発
信

ＱＡ

国
道
４
４
５
号
改
良
工
事
は

改
善
策
に
つ
い
て
検
討

ＱＡ

市
岡
議
員

教
育
長

市
岡
議
員

総
務
課
長

市
岡
議
員

総
務
課
長

建
設
課
長
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で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
月
22
日
の
通
学
路
の
交
通

安
全
会
議
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て

建
設
課
、
行
政
と
一
緒
に
県
の
ほ
う
と
話

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
８
月
に
道
路
全
般

に
対
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政
、
警
察
も
含
め

て
安
全
点
検
を
実
施
さ
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
内
容
的
な
と
こ
ろ
を
お
伺
い
し
ま

す
。

県
へ
の
要
望
が
８
月
、
そ
れ

ま
で
に
は
、
う
ち
も
取
り
ま
と
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
申
請

書
、
こ
れ
を
年
度
に
対
し
て
出
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
今
の
現
状

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

新
入
学
児
童
が
入
学
す
る
と

き
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
申
込
書
を
提
出
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
こ
れ
か

ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
状
況
を
確
認

し
、
配
車
を
運
転
手
の
方
々
に
お
配
り
し

て
い
る
状
況
で
す
。
２
月
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
届
け
が
あ
っ
て
い
る

の
に
乗
っ
て
こ
な
い
と
い
う
児
童
さ
ん
が

お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
月
に
入
っ
て
早

急
に
、
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
要
望
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、

協
議
し
な
が
ら
精
査
し
一
番
い
い
方
法
を

取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
点
検
と
い

う
こ
と
で
、
道
路
も
含
め
て
防
犯
上
の
こ

と
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
５
月
不
幸
に
も
登
校
時
の
児
童

が
殺
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件

が
あ
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
と
も
な
い
昨
年

６
月
22
日
に
、
文
科
省
の
方
か
ら
、
登
下

校
時
の
防
犯
プ
ラ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
通

学
路
の
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
本
実
施
要
領
に
従
っ
て

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
の
安

全
点
検
及
び
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
学
校
等
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

や
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

学
校
の
体
制
は
ど
う
い
う
ふ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
か
と

思
い
ま
す
。
交
通
安
全
に
か
か
わ
ら
ず
、

防
犯
体
制
も
学
校
の
方
で
、
事
が
あ
っ
た

と
き
と
言
い
ま
す
か
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
報

道
さ
れ
た
時
に
は
必
ず
、
朝
礼
等
で
職
員

を
集
め
て
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
対
策
を
練
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
身
近
で
交
通
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
時
も
私
は
、

校
長
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
、
防
犯
も

そ
う
で
す
け
ど
も
対
策
に
つ
い
て
学
校
で

十
分
検
討
し
、
今
後
、
周
知
し
て
は
か
っ

て
い
く
よ
う
に
と
お
話
し
を
し
た
と
こ
ろ

教
育
課
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

再
度
確
認
し
準
備
を
進
め
て
い
る

ＱＡ

福田　雄二議員

福
田
議
員

通
学
路
緊
急
合
同
点
検
に
つ
い

て
、
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
状
況
は
？

県
に
は
、
8
月
に
こ
の
要
望
を
す
る

こ
と
を
推
進
会
議
で
決
議
さ
れ
た

ＱＡ

劣化によって生徒が負傷した通学路。今は一部補修されている。
（川辺雨宮神社近く）

教
育
長

福
田
議
員

教
育
長

福
田
議
員

福
田
議
員
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と
い
う
の
は
、
行
政
は
率
直
に
申
し
上
げ

て
人
口
を
増
や
す
役
割
は
な
い
と
私
は

思
っ
て
い
る
。

　

本
題
な
の
は
、
そ
こ
に
住
み
続
け
て
く

れ
る
住
民
を
い
か
に
大
事
に
し
て
、
頑
張

る
住
民
へ
い
か
に
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
か
と
い
う
の
が
、
当
た
り
前
の
考

え
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
だ
そ
れ
が
地
方

に
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

　

今
、
大
事
な
の
は
住
民
の
質
を
高
め
る

こ
と
。
す
な
わ
ち
、
人
材
育
成
に
い
か
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
て
い
く
か
、
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
地
域
の
豊
か
さ
に
な
る

と
い
う
の
が
、
今
後
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

考
え
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

将
来
村
が
造
っ
た
村
営
住
宅
が
空
き
家

に
な
っ
た
ら
、
村
が
空
き
家
を
作
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
こ
と
を
で
き
る
は

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
移
住
定
住

促
進
は
怠
り
な
く
や
っ
て
い
く
が
、
そ
れ

よ
り
も
っ
と
大
事
な
の
は
関
係
人
口
の
増

大
と
い
う
発
想
で
物
事
を
考
え
て
行
か
な

け
れ
ば
、
人
口
を
増
や
す
、
数
を
増
や
す

と
い
う
発
想
で
は
、
も
う
そ
の
政
策
自
体

が
す
で
に
行
き
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
政
策

で
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
村
営
住
宅
は
造
ら
な
い
。

　

今
の
私
の
村
長
、
一
時
期
、
こ
こ
数
年

だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
国
交
省
の
住
宅

補
助
金
は
も
う
余
っ
て
い
る
か
ら
住
宅
を

造
る
の
は
簡
単
で
あ
る
が
、
20
年
、
30
年

後
の
村
長
、
村
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
私
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

今
後
、
移
住
定
住
へ
の
促
進

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

空
き
家
対
策
、
移
住
定
住
促
進
は
セ
ッ
ト

で
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

空
き
家
対
策
を
な
ぜ
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る

に
空
き
家
自
体
が
廃
屋
に
な
っ
て
、
そ
の

こ
と
が
社
会
不
安
を
招
く
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
空
き
家
の
使
い
方
を
定
住
と

し
て
一
人
の
方
が
使
う
発
想
で
な
く
、
ハ

ウ
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
的
な
か
た
ち
で
今
後

は
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
熊
本

周
辺
と
か
阿
蘇
・
天
草
地
域
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
あ
る
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
あ
る
地
域
が
移
住
定
住
者
が
多

い
。
移
住
定
住
関
係
人
口
も
含
め
て
、
相

良
村
が
村
自
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
今
、
血

眼
に
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
急
い
で
い
る

の
は
そ
う
い
う
所
に
あ
る
と
理
解
し
て
頂

き
た
い
。

広
報
さ
が
ら
12
月
号
に
空

き
家
実
態
調
査
を
実
施
す
る
と
あ
っ
た
が
。

平
成
31
年
２
月
末
現
在
に
お

い
て
は
、登
録
者
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
現
在
、

空
き
家
の
所
有
者
の
方
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

す
る
の
か
。

今
回
の
議
会
の
ほ
う
で
も
提

案
し
て
い
る
空
家
対
策
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た

だ
く
空
家
の
計
画
の
策
定
等
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
利
活
用
を

す
る
た
め
に
登
録
制
度
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
周
知
を
し
っ
か
り
行
い
、

こ
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
に
つ
い
て

は
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

村
長
は
今
ま
で
に
、
過
去
に

数
名
の
議
員
に
よ
り
村
営
住
宅
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
て
「
村
営
住

宅
は
造
ら
な
い
。」
と
い
う
答
弁
を
し
て

こ
ら
れ
た
。そ
の
考
え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

ど
う
し
て
私
が
村
営
住
宅
を
造

ら
な
い
の
か
、
取
り
組
ま
な
い
の
か
と
い

う
の
は
、
も
う
議
会
で
何
度
も
申
し
上
げ

て
き
て
い
る
。今
、稼
働
年
齢
人
口
も
減
っ

て
い
る
、
総
人
口
も
減
っ
て
い
る
、
世
帯

数
も
減
っ
て
い
る
、
全
て
人
口
に
関
す
る

も
の
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ご
存

知
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
空
き
家
が
増
大

す
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
こ
の
空
き

家
対
策
が
難
し
い
と
い
う
の
は
、
そ
こ
か

ら
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ

う
い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
に
、
村
営
住

宅
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
業
主

体
が
個
人
で
あ
ろ
う
が
自
治
体
で
あ
ろ
う

が
、
住
宅
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
将
来

は
間
違
い
な
く
そ
の
住
宅
も
空
き
家
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
当
然
に
想
定
さ
れ
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
相
良
村
が
豊
か

に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

総
務
課
長 空

家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

空
家
対
策
協
議
会
条
例
を
議
会

に
提
案
し
て
進
め
て
い
く

ＱＡ

西本　巳喜男議員

西
本
議
員

西
本
議
員

総
務
課
長

移
住
・
定
住
に
つ
い
て

大
事
な
こ
と
は
、
関
係
人
口
の

増
大
と
い
う
発
想
で
、
怠
り
な

く
や
っ
て
い
く
。

ＱＡ西
本
議
員

村 

長

西
本
議
員

村 

長
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昨
年
９
月
台
風
の
後
、
四

浦
地
区
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
家
屋
の
被

害
に
遭
わ
れ
一
生
懸
命
修
復
に
苦
労
さ
れ

て
い
る
ご
家
庭
が
あ
り
、
役
場
へ
支
援
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
が
、
被
害
の
割
合
が

少
な
く
該
当
し
な
い
と
の
回
答
で
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。
初
神
谷
川
の
風
倒
木
処

理
に
つ
い
て
、
私
も
相
談
し
て
い
た
が
、

区
長
か
ら
も
要
望
が
さ
れ
て
い
る
。
現
在

ま
で
の
対
応
内
容
と
初
神
谷
川
の
管
理
者

は
？

山
林
所
有
者
に
倒
木
除

去
の
お
願
い
を
し
、
補
助
が
な
い
か
調
べ

た
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
議
し
た
結

果
、
林
産
物
の
管
理
は
森
林
所
有
者
の
債

務
で
あ
る
と
判
断
し
、
村
で
は
し
な
い
旨

を
３
月
１
日
に
区
長
へ
回
答
し
て
い
る
。

村
が
小
河
川
の
管
理
者
。

（
現
況
写
真
配
布
）
１
０
０

㎜
近
い
雨
が
降
れ
ば
大
変
な
被
害
を
起
こ

す
こ
と
は
、
誰
も
が
こ
の
写
真
で
容
易
に

想
像
で
き
る
。
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
予

想
で
き
る
家
も
数
件
あ
り
、
そ
れ
で
も
村

は
倒
木
処
理
さ
れ
な
い
の
か
。

河
川
の
管
理
者
と
し
て
山
林
所

有
者
に
倒
木
除
去
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

村
長
か
ら
安
心
安
全
の
言
葉

を
ど
れ
ほ
ど
聞
い
た
か
分
か
ら
な
い
。
空

き
家
の
解
体
に
つ
い
て
も
、
村
民
に
被
害

が
及
ぶ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
村
が
代
執
行
す

る
こ
と
も
可
能
。
村
道
で
が
け
崩
れ
が
あ

り
、
山
林
所
有
者
が
土
砂
の
除
去
が
出
来

な
い
場
合
は
、
村
が
除
去
し
、
風
倒
木
処

理
も
今
ま
で
や
っ
て
い
る
。
初
神
谷
川
、

村
管
理
な
ら
、
住
民
生
活
環
境
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
村
長

が
す
る
と
言
え
ば
出
来
る
事
。
放
置
し
災

害
が
起
き
た
場
合
、
村
長
の
責
任
が
出
て

く
る
こ
と
は
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

他
に
鮎
中
間
育
成
施
設
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、
水
道

事
業
が
財
政
を
圧
迫
し
て
お
り
、
人
吉
市

も
料
金
の
値
上
げ
を
さ
れ
、
相
良
村
も
昨

年
６
，
５
４
２
万
８
，
０
０
０
円
の
簡
易

水
道
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
い
と
運
営

が
で
き
な
い
状
況
。
田
代
水
道
組
合
が
村

へ
移
管
さ
れ
、
田
代
地
区
の
水
道
水
に
村

が
責
任
を
負
う
事
に
な
っ
た
が
、
水
質
に

関
し
て
の
相
談
は
あ
っ
て
い
る
か
。

移
管
さ
れ
る
前
か
ら
濁
っ
て

い
た
話
は
聞
い
て
お
り
、
移
管
後
も
数
回

相
談
は
あ
っ
て
い
る
。

対
応
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

濁
っ
て
い
て
も
体
内
に
取
り

込
ん
だ
際
の
影
響
が
出
な
い
基
準
。現
在
、

ろ
過
装
置
の
点
検
、
ド
レ
ン
を
含
め
濁
り

の
解
消
に
向
け
た
改
善
を
し
て
い
る
。

村
長
も
水
質
の
相
談
は
知
っ 黒木　正照議員

て
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
今
の
対
応
で
十

分
と
の
認
識
か
。

飲
料
に
適
し
て
い
な
い
と
ま
で

は
聞
い
て
い
な
い
。

（
写
真
配
布
）
写
真
で
分
か

る
よ
う
に
、
布
に
砂
や
鉄
分
の
よ
う
な
物

が
混
ざ
っ
て
い
る
。
あ
る
場
所
で
は
油
み

た
い
な
黒
い
も
の
が
付
い
て
い
て
、
場
所

場
所
で
違
う
不
純
物
が
出
て
き
て
い
る
の

が
現
状
。
こ
の
写
真
を
見
て
ど
の
様
に
感

じ
ら
れ
る
か
。

村
民
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
が

無
い
よ
う
や
っ
て
い
く
の
は
当
然
。

田
代
組
合
の
時
よ
り
料
金
が

２
倍
か
ら
３
倍
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
家

庭
も
あ
る
。
安
心
し
て
飲
め
る
状
態
な
ら

料
金
が
上
が
っ
て
も
当
然
と
思
う
が
、
水

質
が
そ
の
ま
ま
で
は
納
得
で
き
な
い
と
思

う
。

写
真
で
確
認
出
来
た
の
で
、

今
後
は
送
水
管
も
含
め
詳
細
に
検
査
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

初
神
谷
川
風
倒
木
処
理

河
川
の
管
理
者
は
相
良
村
。
森
林

所
有
者
が
処
理
困
難
な
ら
、
大
き

な
被
害
が
予
想
さ
れ
、
村
で
風
倒

木
処
理
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

山
林
所
有
者
の
責
任
、
村
で
は

や
ら
な
い
。

ＱＡ

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

村 
長

村 

長

村 

長

産
業
振
興
課
長

四浦初神谷川風倒木

安
心
安
全
な
飲
料
水
と
の
認

識
か

指
摘
を
受
け
送
水
管
等
も
含

め
詳
細
に
検
査
し
て
い
く

ＱＡ建
設
課
長

黒
木
議
員

建
設
課
長

黒
木
議
員

建
設
課
長
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総
合
運
動
公
園
整
備
工
事
に
つ
い
て

当
初
予
算
は
、
２
千
１
０
０

万
円
で
し
た
が
、
今
回
の
落
札
額
は
２
千

７
百
64
万
８
千
円
で
、
６
百
64
万
８
千
円

も
の
予
算
額
と
の
違
い
が
あ
る
。
補
正
予

算
が
組
み
替
え
ら
れ
た
記
憶
は
な
い
が
。

同
じ
項
目
な
の
で
補
正
予
算

と
し
て
は
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

体
育
館
屋
根
改
修
工
事
費

３
千
５
百
万
円
が
、
１
千
９
百
万
円
で
落

札
さ
れ
１
千
３
百
50
万
円
余
っ
た
か
ら
自

由
に
使
え
と
の
考
え
で
は
な
い
か
。
又
、

運
動
公
園
整
備
工
事
と
体
育
館
屋
根
改
修

工
事
が
、
同
日
入
札
で
あ
っ
た
場
合
こ
の

よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
。

も
し
同
時
に
行
わ
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
28
日
付
の
西
日

本
新
聞
の
記
事
で
、
他
県
の
市
に
お
い
て

市
議
会
に
説
明
も
な
く
他
事
業
の
予
算
を

流
用
し
た
こ
と
で
副
市
長
の
辞
職
、
市
長

無
給
３
ヶ
月
、
特
別
職
５
人
に
対
し
て
減

給
10
分
の
１
、１
ヶ
月
、
担
当
職
員
に
対

し
て
厳
重
注
意
と
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の

９
月
28
日
記
事
に
は
、『
こ
の
件
は
、
特

定
企
業
へ
の
異
例
の
処
置
で
は
な
い
か
。

議
会
軽
視
で
は
な
く
議
会
無
視
だ
。』
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
課
長
は
、
村
の
財

政
を
自
分
の
家
庭
の
財
政
と
置
き
換
え
て

節
約
す
る
こ
と
を
念
頭
に
実
行
し
て
ほ

し
い
。

適
正
な
工
事
発
注
に
今
後
務

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
運
動
公
園
整
備
事
業

に
関
し
ま
し
て
は
、
入
札
前
か
ら
落
札
業

者
か
ら
根
回
し
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
。

入
札
関
係
事
務
も
適
正
化
し
透

明
性
が
出
て
き
て
い
る
。
指
名
後
の
業
者

の
動
き
は
、
村
に
は
直
接
関
係
な
い
。

石
倉
周
辺
整
備
は

デ
ザ
イ
ン
会
議
は
数
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
議
事
録
を
拝
見
し
た

と
こ
ろ
、
周
辺
住
民
及
び
相
良
村
民
の
意

見
集
約
を
さ
れ
た
兆
候
は
何
処
に
も
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
考
え
で
あ
っ
て
、

現
地
を
ど
れ
だ
け
把
握
さ
れ
て
い
る
か
未

知
数
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
中
で
村

長
は
、「
失
敗
し
た
ら
私
が
責
任
を
持
つ
。」

と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
職
を
退
か

れ
て
も
責
任
を
負
う
覚
悟
で
口
に
出
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

現
職
時
代
の
責
任
の
取
り
方
と

村
長
を
辞
め
て
か
ら
の
責
任
の
取
り
方
は

お
の
ず
か
ら
違
っ
て
く
る
。

こ
こ
に
、
二
つ
の
売
買
契
約

の
内
訳
書
の
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
片

方
は
、
課
税
評
価
価
格
、
片
方
は
、
い
ろ

い
ろ
な
移
転
補
償
を
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。同
じ
行
政
が
行
う
買
収
契
約
な
の
に
、

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
差
が
出
て
く
る
の

か
。
総
務
課
長
か
ら
は
、
他
の
質
問
の
回

答
は
あ
っ
た
が
、
買
収
契
約
の
内
訳
の
違

い
に
対
す
る
答
弁
は
な
し
。

こ
の
計
画
は
、
周
辺
住
民
及
び

村
民
の
意
見
の
集
約
は
実
施
さ

れ
た
の
か
。

地
域
の
村
民
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い

な
い

ＱＡ

村 

長

梅山　　弘議員

梅
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議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

教
育
課
長

現在の石倉周辺

梅
山
議
員

教
育
課
長

梅
山
議
員

教
育
課
長

村 

長
梅
山
議
員
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ん
が
、
27
億
円
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
承

認
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
村
長
と
し
て

何
に
使
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

小
善
議
員
か
ら
ご
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
、
窓
口
対
応
の
悪
さ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
ま
し
て
、
そ

う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

私
た
ち
も
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

建
設
行
政
の
立
場
の
ほ
う
か

ら
、
意
見
的
な
も
の
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。一
番
大
切
な
の
は
、

住
民
の
要
望
を
十
分
に
期
待
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
含
め
て
必
要
な
人
材
は
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
技
術
力
の
向
上
含
め
、
適
正

な
人
事
、
定
数
管
理
が
重
要
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
時
代
に
即
応

し
た
、
組
織
機
構
も
大
変
重
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

財
政
に
関
し
て
は
、
電
子
化
、

シ
ス
テ
ム
導
入
で
き
る
も
の
は
導
入
し

て
、
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
ま
す
滞
納
金
を

少
し
で
も
少
な
く
し
ま
し
て
、
将
来
徴
収

係
が
少
人
数
で
も
対
応
出
来
る
方
向
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

保
健
福
祉
課
の
窓
口
が

一
番
住
民
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
指
摘
の
通
り
、
出

来
る
だ
け
、
住
民
の
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
行
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
や
は
り

ま
だ
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
な
と
反
省
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
保
健
福
祉
課
に
お

い
て
は
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
補
助
金
等
を

利
用
し
て
、
新
規
事
業
、
効
率
的
な
も
の

で
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
現
在
、
村
の
予
算
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
支
援
員
は
、
南
小
学
校
に
４
名
、

中
学
校
に
２
名
、
北
小
学
校
に
補
助
教
諭

１
名
、
合
計
７
名
。
今
の
子
供
は
一
人
一

人
手
厚
く
個
々
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
に
の
っ
と
り
補
助
金
等
を
利
用
し
て
、

改
善
等
の
計
画
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。窓

口
対
応
の
関
係
に
、

対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
農
業
面
に
関
し
て
は
補
助

事
業
の
活
用
を
最
優
先
と
し
て
事
業
を
選

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
字
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
こ
こ
ま
で
で
終
了
致
し

ま
す
。

※
誘
致
企
業
で
あ
る
肥
後
フ
ァ
ー
ム
に
つ

　

い
て
。
国
が
勧
め
る
ふ
る
さ
と
納
税
に

　

つ
い
て
。
住
民
の
関
心
が
な
い
ヴ
ァ
レ

　

ン
タ
イ
ン
祭
り
に
つ
い
て
は
、
掲
載
で

　

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

相
良
村
行
政
健
全
化
計
画
は

既
に
10
年
経
過
し
て
い
る
が
。
計
画
を
遂

行
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
、
又
は

実
行
出
来
た
事
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

ま
ず
相
良
村
行
政
健
全
化
計
画
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
か
。村
長
、各
課
長
、教
育
長
。

そ
の
当
該
行
政
財
政
健
全
化
計

画
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
存
じ
て
い
ま
す
。

相
良
村
の
行
財
政
の
こ
と
に

つ
い
て
は
割
と
無
関
心
だ
な
と
思
う
の
が

第
１
点
で
す
。
何
故
か
と
言
い
ま
す
と
、

あ
の
時
村
長
は
議
会
議
員
だ
っ
た
の
に
、

中
身
を
あ
ん
ま
り
存
じ
て
い
な
い
。
そ
の

当
時
、
小
泉
内
閣
の
三
位
一
体
と
い
う
こ

と
で
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
相
良
村
も
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
が
苦

し
く
な
り
、
住
民
に
困
難
を
強
い
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
て
、
こ
の
計
画
が
成

さ
れ
た
訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
政
権
が
代

わ
り
民
主
党
が
政
権
を
担
う
よ
う
に
な
り
、

又
、
相
良
村
に
於
い
て
も
、
德
田
村
長
が

誕
生
し
て
、
地
方
交
付
税
が
年
々
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
德
田
村
長
に
な
り
10
年
間

で
27
億
５
千
万
円
増
額
し
て
交
付
さ
れ
、

財
政
が
豊
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
財

政
が
苦
し
く
な
る
時
代
に
突
入
し
て
い
ま

す
。
相
良
村
に
於
い
て
も
、
こ
の
計
画
書

に
基
づ
き
財
政
健
全
化
に
向
け
て
努
力
し

な
い
と
、
今
の
德
田
村
長
の
村
政
の
運
営

で
は
将
来
に
明
る
い
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
村
長
の
時
に
、
上
水
道
、
下
水
道
も
整

備
、
住
環
境
は
整
備
さ
れ
住
み
よ
い
相
良

村
に
な
っ
て
い
ま
す
。
德
田
村
長
に
な
っ

て
27
億
５
千
万
も
余
計
に
地
方
交
付
税
が

交
付
さ
れ
て
い
る
の
に
、
目
立
っ
た
事
業

は
行
っ
て
い
な
い
。
余
分
に
交
付
さ
れ
た

金
は
何
に
使
っ
た
の
か
不
思
議
で
な
ら
な

い
。
予
算
に
つ
い
て
も
放
漫
経
営
で
す
。

職
員
に
つ
い
て
も
、
現
在
正
職
員
66
名
と

再
任
用
職
員
１
名
で
67
名
、
非
常
勤
職
員

32
名
、
合
計
99
名
い
ま
す
。
職
員
の
再
任

用
を
認
め
る
と
し
た
ら
、
職
員
採
用
を
控

え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

行
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

は
、
私
が
村
議
の
時
に
い
た
だ
い
た
と
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
内
容
を
ち
ら
っ
と
見
ま

し
た
け
ど
、
そ
の
時
点
の
議
員
で
あ
る
私

で
さ
え
も
、
平
成
26
年
に
職
員
55
人
体
制

が
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
か
な
と
感
じ
が
し
ま

し
た
。
村
議
会
議
員
の
定
数
の
こ
と
を
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
14
名
か
ら
10
名
に
減
ら

し
た
。
そ
の
減
ら
す
趣
旨
は
分
か
り
ま
せ

小善　満子議員

小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長

総
務
課
長

建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

税
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

教
育
長

教
育
課
長

27
億
５
千
万
円
地
方
交
付
税
が
余
分
に

交
付
さ
れ
て
い
る
が
何
に
使
っ
た
の
か

議
会
で
承
認
い
た
だ
い
た
の
で
何
に

使
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん

ＱＡ
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な
ら
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

私
が
通
学
時
間
帯
に
子
供
と
一
緒
に
歩
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う

事
で
す
。
通
学
時
間
帯
や
一
斉
下
校
の
時

に
、
広
域
農
道
の
信
号
の
所
と
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
付
近
ま
で
先
生
達
が
一
緒
に
歩
き
指

導
し
な
が
ら
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

近
頃
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
就
労
時
間

の
問
題
が
あ
る
か
ら
か
と
思
い
ま
す
。

就
業
時
間
の
問
題
と
い
う
事
を

言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
決
し
て
そ
う
い
う

事
で
は
な
い
で
す
。
今
非
常
に
働
き
方
改

革
の
一
環
と
し
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

そ
れ
と
も
結
び
つ
く
の
か
と
思
い
な
が
ら

学
校
へ
問
い
合
せ
ま
し
た
。
ま
ず
登
校
の

事
で
す
が
、
校
長
の
思
い
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
校
長
は
ま
ず
登
校
し
て
き
た

子
供
達
、
学
校
周
辺
を
見
回
り
な
が
ら
子

供
達
が
ど
う
い
う
顔
つ
き
で
登
校
し
て
く

る
か
そ
れ
を
確
認
す
る
。
諸
先
生
方
も
同

じ
で
す
。
今
学
校
内
で
対
応
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
道
４
４
５
号
の
歩
道
の
件
に
つ
い
て

通
学
路
の
四
浦
、
川
辺
、
深

水
、
柳
瀬
地
区
の
保
護
者
の
代
表
者
と
通

学
時
間
帯
に
児
童
と
一
緒
に
歩
き
、
危
険

箇
所
や
路
面
の
状
況
な
ど
点
検
し
て
も
ら

い
、
色
々
な
要
望
を
出
し
て
も
ら
っ
て
は

ど
う
か
。

学
校
、
保
護
者
と
安
全
点
検
を

一
緒
に
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
事
で
す
け

ど
、
建
設
的
な
ご
意
見
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
児
童
の
一
斉
下
校
時
、

危
険
個
所
等
を
確
認
し
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
梅
雨
前
や
っ
て

い
ま
す
が
、
保
護
者
と
や
っ
た
ら
と
い
う

こ
と
は
私
が
確
認
で
き
て
ま
せ
ん
の
で
、

校
長
に
伝
え
て
、
そ
う
い
う
方
向
で
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
話
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
危
険
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
教

育
委
員
会
、
建
設
課
に
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
行
政
、
議
会
と

県
に
要
望
に
行
き
ま
し
た
が
、
本
来
保
護

者
の
方
も
1
年
〜
2
年
に
1
回
位
は
危
険

な
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
村
、
県
に
国

道
４
４
５
号
の
仕
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て

要
望
し
て
も
ら
え
ば
、
少
し
で
も
歩
道
の

改
良
促
進
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
要
望
活
動

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
考
え
は
な
い
か
。

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
そ
う
い
う
形
で
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

雨
宮
神
社
前
の
停
留
所
前
か

ら
カ
ー
ブ
が
あ
り
、
赤
い
ポ
ー
ル
が
1
年

以
上
あ
り
ま
す
。
近
く
に
車
を
停
め
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
舗
装
が
荒
く
て
１
ｍ
以

上
割
れ
て
お
り
、
靴
で
も
引
っ
か
か
っ
た

国道445号（深水ＪＡ近く）

中村　重道議員

中
村
議
員

教
育
長

中
村
議
員

教
育
長

中
村
議
員

教
育
長

国道445号（雨宮神社近く）
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の
調
査
を
委
託
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

調
査
は
す
る
と
言
う
が
、
登

記
に
は
携
わ
っ
て
頂
け
な
い
の
か
。

未
相
続
調
査
が

終
え
た
と
こ
ろ
で
立
ち
合
い
が
必
要
と
あ

れ
ば
立
ち
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

農
地
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

34
年
度
か
ら
事
業
着
手

集
積
率
が
70
〜
80
％
以
上
に

上
が
れ
ば
基
盤
整
備
が
で
き
る
と
い
う
話

し
で
あ
る
の
で
、
基
盤
整
備
に
向
け
た
現

地
検
討
会
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

整
備
を
行
う
と
何
年
ご
ろ
基
盤
整
備
に
入

ら
れ
る
の
か
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
、
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、

最
短
で
34
年
度
に
事
業
着
手
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

北
部
利
水
事
業
の
廃
止
の
中

で
基
盤
整
備
が
出
来
る
と
い
う
事
は
農
家

に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な
話
し
な
の
で
是
非
、

基
盤
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
34
年
度
あ

た
り
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

平
成
30
年
度
に
水
源
探

査
を
行
い
、
31
年
度
に
水
源
調
査
、
未
相

続
地
関
係
の
調
査
、
仮
同
意
を
得
て
、
予

定
通
り
に
行
く
か
は
進
み
方
次
第
で
変
わ

り
ま
す
。

農
家
の
平
均
年
齢
が
71
歳
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
若
い
農
業
後
継
者
の

た
め
に
も
絶
対
必
要
な
事
業
と
思
う
の
で

村
長
に
伺
い
ま
す
。

農
地
集
積
が
目
的
で
は
な
く
、

最
終
的
な
目
標
は
基
盤
整
備
ま
で
と
私
は

い
つ
も
言
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
執

行
部
と
議
会
は
す
り
あ
わ
せ
て
県
や
国
に

一
緒
に
要
望
し
た
ほ
う
が
要
望
効
果
が
高

く
な
る
の
で
、
前
々
か
ら
お
願
い
し
て
い

る
の
で
、
国
や
県
へ
の
要
望
さ
れ
る
時
に

は
一
緒
に
行
動
を
取
ら
せ
て
頂
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
逆
に
お
願
い
し
た
い
。

村
長
か
ら
農
業
に
対
す
る
力

強
い
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
若
者

が
夢
の
持
て
る
農
業
を
行
う
た
め
に
も
村

と
し
て
力
強
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。

農
地
集
積
事
業
が
、
高
原
地

区
、
松
馬
場
地
区
、
七
折
永
坂
地
区
に
お

い
て
、
県
の
指
定
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い

た
が
、
現
在
の
集
積
状
況
と
県
の
指
定
を

受
け
た
面
積
の
何
％
ぐ
ら
い
集
積
が
出
来

て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
末
で
、
高

原
地
区
の
農
地
面
積
が
１
０
１
．
５
ha
の

内
、
集
積
面
積
が
７
０
．
１
ha
、
集
積
率

６
９
．
１
％
、
永
坂
七
折
地
区
の
農
地

面
積
が
７
０
．
６
ha
の
内
、
集
積
面
積
が

４
５
．
６
ha
、
集
積
率
６
４
．
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

当
初
の
計
画
は
、
団
地
化
し

た
集
積
計
画
で
あ
っ
た
と
思
う
。
現
在
の

集
積
状
況
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。
団
地
化
し
た
集
積
は
行
わ
れ
な
い

の
か
。

も
っ
と
も
な
考
え
で
す

が
、
地
元
住
民
の
協
力
が
な
け
れ
ば
集
団

化
は
出
来
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

未
登
記
地
の
確
認
は
出
来
て

い
る
の
か
。
ま
た
未
確
認
地
に
対
す
る
取

り
組
み
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

こ
の
事
業
の
中
で
、
村
と
し
て
こ
の
件
に

対
し
て
解
決
に
取
り
組
ま
れ
る
姿
勢
は
あ

る
の
か
。

平
成
31
年
度
に
も
予
算

に
に
も
計
上
し
て
お
り
、
未
相
続
登
記
地

産
業
振
興
課
長

髙岡　重盛議員

農
地
集
積
事
業
は

国
、
県
へ
議
会
と
一
緒
に
要

望
し
て
行
き
た
い
。
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岡
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議
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ら
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
未
設
置
・
ゼ

ロ
と
い
う
の
が
問
題
が
あ
る
。
今
後
も
要

望
を
し
て
頂
き
た
い
。
次
の
新
並
木
三
石

線
で
10
年
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
道

路
の
交
差
点
を
含
め
た
改
良
の
問
題
、
今

回
31
年
度
予
算
計
上
で
実
行
さ
れ
る
。
新

並
木
公
民
館
近
く
の
道
路
の
改
良
に
つ
い

て
実
際
の
計
画
は
。

村
道
吉
野
尾
新
並
木
線
、
公

民
館
側
の
村
道
三
石
線
の
道
路
改
良
事
業

に
と
も
な
う
測
量
設
計
業
務
委
託
は
昨
年

発
注
済
で
、そ
の
後
地
元
説
明
会
も
終
え
、

現
在
測
量
設
計
に
入
っ
て
い
る
段
階
。
村

道
吉
野
尾
新
並
木
線
の
改
良
工
事
を
優
先

し
て
改
良
を
進
め
て
い
き
た
い
。

31
年
度
予
算
に
組
ま
れ
て
い

る
請
負
工
事
費
（
２
，５
０
０
万
円
）
は
、

地
元
に
と
っ
て
は
念
願
の
改
良
で
実
行
頂

き
た
い
。
ま
た
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
は

錦
町
と
の
連
絡
も
必
要
で
話
し
を
進
め
て

ほ
し
い
。
次
に
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
策
は
。

総
合
計
画
の
中
に
明
記
さ
せ

て
頂
い
た
。
空
き
家
対
策
協
議
会
条
例
も

併
せ
て
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
協
議
会
に
お
い
て
の
対
策
計
画
、
ま
た

特
定
空
き
家
の
認
定
と
そ
の
管
理
等
に
つ

い
て
協
議
会
で
対
策
を
行
っ
て
頂
く
。

私
は
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で

き
て
、
崩
壊
寸
前
も
あ
る
の
で
心
配
し
て

い
る
。処
分
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
、

持
ち
主
と
の
連
絡
が
取
れ
て
い
る
か
ど
う

か
だ
。
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
か
。

昨
年
12
月
に
空
き

家
の
調
査
を
行
い
、
１
６
７
戸

の
空
き
家
を
確
認
。
税
務
課
か

ら
空
き
家
の
所
有
者
等
の
情
報

を
得
て
そ
の
方
々
に
住
宅
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
今
、
情
報
が
返
っ
て

き
て
い
る
。
空
き
家
等
の
対
策

に
つ
い
て
は
協
議
会
の
方
で
実

際
的
な
活
動
で
業
務
を
行
っ
て

頂
く
。
現
段
階
で
は
空
き
家
に

ど
う
い
っ
た
対
策
を
や
っ
て
い

く
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
決

め
て
い
な
い
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
身
は
分
か

ら
な
い
が
、
結
果
で
は
処
分
に
し
て
も
費

用
を
個
人
化
、自
治
体
か
の
問
題
も
あ
る
、

持
ち
主
と
話
し
合
い
を
十
分
に
す
る
事
が

大
切
で
す
。

役
場
か
ら
運
動
公
園
ま
で
の

歩
道
。
早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

所
で
、
前
回
は
区
切
っ
て
要
望
を
出
す
と

回
答
だ
が
、
第
一
に
ど
こ
な
の
か
。
小
学

校
周
辺
か
、
商
工
会
周
辺
か
、
役
場
周
辺

か
、
運
動
公
園
近
く
か
？
決
定
し
て
い
る

の
か
。

役
場
か
ら
運
動
公
園
ま
で
は

歩
道
が
未
設
置
状
態
で
、
昨
年
度
、
新
規

要
望
し
て
い
る
。
新
規
区
間
で
す
。
今
回

の
要
望
と
し
て
南
小
学
校
前
を
加
え
た
う

え
で
、
植
竹
団
地
前
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
を

優
先
順
位
と
し
て
挙
げ
、
運
動
公
園
ま
で

の
歩
道
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
的
に
は
他

の
区
間
と
比
べ
て
低
い
。

小
学
校
周
辺
が
利
用
も
多
い

と
い
う
事
で
は
確
か
に
優
先
順
位
は
そ
ち

運動公園下の国道445号
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

黒
木　

正
照

　

委　
　

員　
　

梅
山　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　

発
行
責
任
者　

吉
松　

啓
一

　

４
月
９
日
に
村
内
の
小
学
校
・

中
学
校
の
入
学
式
が
あ
り
、
学

校
生
活
も
ス
タ
ー
ト
し
新
年
度

が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん

に
は
交
通
安
全
に
十
分
注
意
し

て
通
学
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

４
月
14
日
は
熊
本
地
震
か
ら

３
年
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
再

建
が
難
し
い
方
も
ま
だ
多
く
お

ら
れ
、
復
興
も
未
だ
道
半
ば
の

現
状
で
す
。（
避
難
世
帯
数
約

７
，
３
０
０
世
帯
）

　

５
月
末
か
ら
６
月
に
か
け
て

梅
雨
の
季
節
に
は
い
り
ま
す
。

体
調
を
崩
す
時
期
と
な
り
ま
す

の
で
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
に
於
い
て
も
村
民
の

皆
様
の
議
会
に
対
す
る
忖
託
に

添
え
る
よ
う
研
鑽
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

広
報
委
員　

一
同

旬 の 行 事旬 の 行 事

いちごハウス（川辺）

四浦初神（平地区）お堂の桜（３年前移築）

林道相良五木線四浦字椎葉　村内視察①

学校給食共同調理場落成式

林道相良五木線四浦字椎葉　村内視察②

相良北小学校入学式


